
平成28年度　全日本少年少女武道（銃剣道）錬成大会要項

　１．趣　　旨　�全国の小・中学生を対象に基本錬成を主眼とし、やって楽しく、見て楽しい銃剣道・短剣道の普及
並びに心身の錬磨と相互の親睦を図り、我が国の将来を担う青少年の健全なる育成に資する。

　２．主　　催　公益財団法人　日本武道館・公益社団法人　全日本銃剣道連盟
　３．後援（予定）スポーツ庁・日本武道協議会
　４．期　　日　平成28年８月３日（水）午前９時30分開会
　５．会　　場　日本武道館（東京都千代田区北の丸公園２-３）　TEL　03（3216）5100㈹
　６．参加資格　�健康上支障ないと認められた小・中学生で、責任者のいる団体であること。なお、未就学児童の参

加は、できません。
　７．参加要領　⑴　�申込方法　�規定の申込用紙と参加費振込明細書に所定事項を記入し、送付すること（参加費は、

同封の銀行振込依頼書にて送金のこと。振込期限は申込締切と同日とする）。一旦
納入された参加費は、一切返金いたしません。

　　　　　　　　⑵　申 込 先 　�〒102-8321　東京都千代田区北の丸公園２-３　日本武道館振興課「銃剣道係」あて。
　　　　　　　　⑶　申込締切　�平成28年６月10日（金）必着。申込書は、定形最大（長３）の封筒で郵送のこと。
　　　　　　　　⑷　服　　装　�選手は、紺色または白色の銃剣道衣または剣道着に、袴を着用するものとし、上下

混用を認める。ただし、団体戦出場の場合はチームで統一すること。監督は随意と
するが、できるだけ銃剣道衣を着用すること。

　　　　　　　　⑸　ゼッケン　選手は垂の中央部に、　　　　  とチーム名・姓を白書した黒または紺の布をつける。

　　　　　　　　　　　　　　　小学４年生以下は、全銃剣連で準備した番号札をつける。（受付時に配布）
　　　　　　　　⑹　受付場所　正面玄関
　　　　　　　　⑺　時　　程　ア　午前８時から９時までに、受付を終了する。
　　　　　　　　　　　　　　　イ　午前９時20分集合完了
　　　　　　　　　　　　　　　ウ　午前９時30分開会
　　　　　　　　　　　　　　　エ　午後４時終了予定
　８．参 加 費 　１人……900円（選手のみ。監督は不要。）
　９．振 込 先　三菱東京UFJ 銀行　神田支店　普通３８１７５２５
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　10．錬成内容　⑴　銃剣道
　　　　　　　　　　　ア、合 同 錬 成　小学４年生以下、小学５年生以上に区分し合同稽古を行う。
　　　　　　　　　　　イ、団体試合錬成　�小学５・６年生、中学生に区分し、３名を１チームとする。（やむを得ず２

名の編成になる場合は、先鋒、大将とし、中堅を欠員とすること）男女
混合可とし、同一道場等からの出場チーム数の制限はしない。単一道場
チームが組めない場合にかぎり同一都道府県内の合同チームによる出場
を認める。

　　　　　　　　　　　ウ、個人試合錬成　�小・中学生とも各学年ごととし（女子は小学５・６年生、中学生に区分
する）、小学４年生以下は、用具を着装しない基本技とする。ただし、
各学年参加者が15名以下の場合は、その近い学年と同区分とする。

　　　　　　　　　　　エ、試合方式
　　　　　　　　　　　　ア　�団体試合錬成　�試合時間３分・３本勝負とし、トーナメント方式で行う。試合時間内に勝敗

が決しない場合は引き分けとし、勝者数の多いチームを勝ちとする。勝者
数が同数の場合は勝本数の多いチームを勝ちとし、勝者数、勝本数ともに
同数の場合は代表者による３分１本勝負で勝敗を決定する。代表戦で試
合時間内に勝敗が決しない場合は延長２分とし、勝敗が決するまで行う。
参加チーム数により１回戦をリーグ戦とする場合がある。

　　　　　　　　　　　　イ　個人試合錬成　�小学５・６年生、中学生は試合時間３分・３本勝負とし、トーナメン
ト方式で行う。試合時間内に勝敗が決しない場合は延長２分とし、勝
敗が決するまで行う。参加選手数により１回戦をリーグ戦とする場合
がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�小学４年生以下は、３名または４名（参加人数により５名）１組によ
るリーグ戦を行い、各リーグ最上位者によるトーナメント方式で行う。
ただし、リーグの数が７つ以下の場合は、各リーグ上位２名がトーナ
メント戦に進出できる。リーグ戦の順位決定方法は、勝数が最も多い
者を最上位として順位を決定するものとする。勝数が同数の場合は、
旗数の多い者を上位とし、勝数・旗数とも同数の場合は再試合をして、
順位を決定する。

　　　　　　　　⑵　短剣道
　　　　　　　　　　　ア、合 同 錬 成　小学４年生以下、小学５年生以上に区分し合同稽古を行う。
　　　　　　　　　　　イ、個人試合錬成　�小学１・２年生、小学３・４年生、小学５・６年生、中学生に区分し、

男女混合とする。小学４年生以下は、用具を着装しない基本技とする。
　　　　　　　　　　　ウ、試合方式　ア　�小学５・６年生、中学生は試合時間３分・３本勝負とし、トーナメント

方式で行う。試合時間内に勝敗が決しない場合は、延長２分とし、勝敗
が決するまで行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　小学４年生以下は、トーナメント方式で行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　参加選手数により１回戦をリーグ戦とする場合がある。
11．選手変更　　�団体戦参加申込後の選手変更は６月30日（木）までとする。その後、ケガ等の理由で団体戦選手の

変更を要する場合は、大会当日９時30分までに選手変更手続を行うこと。
12．表　　彰　　⑴　�銃剣道団体試合錬成　小学５・６年生、中学生の部に、それぞれ優秀賞⑴、優良賞⑴、敢闘賞

⑵、努力賞⑷（賞状のみ）を贈る。
　　　　　　　　⑵　�銃剣道個人試合錬成　小・中学生の各学年毎に優秀賞⑴、優良賞⑴、敢闘賞⑵、努力賞⑷

（賞状のみ）を贈る。
　　　　　　　　⑶　�短剣道個人試合錬成　小・中学生の各試合区分毎に優秀賞⑴、優良賞⑴、敢闘賞⑵、努力賞

⑷（賞状のみ）を贈る。
　　　　　　　　⑷　参加者全員に、参加章を贈る。
13．安全対策　　⑴　�安全管理には万全を期すが、大会中万一事故が発生した場合は、医師または看護師により応急

処置を施し、当日、病院等で診療を受けた場合には、その初診料は主催者が負担する。参加者
は、健康保険証（コピー可）を持参のこと。なお、日本武道館では大会中のみ（大会会場への
往復途上は含まれない）の傷害保険に加入している。往復その他、事故対策としてスポーツ安
全傷害保険等にもできるだけ加入することが望ましい。

　　　　　　　　⑵　�引率者及び監督並びに保護者は、参加者が過労にならないように日程に留意し、特に体調不十
分な者は参加させないよう配慮すること。

　　　　　　　　⑶　�引率者及び監督並びに保護者は、会場の往復及び試合場内外における参加者の行動、特にマナ
ーに十分注意し、事故の防止につとめること。

14．そ　の　他　　⑴　参加する道場・クラブ・学校等には、大会細部実施要領を送付する。
　　　　　　　　⑵　�宿泊等の斡旋業務を下記旅行業者に委託している。詳細は別紙参照のこと。
　　　　　　　　　　近畿日本ツーリスト株式会社　トラベルサービスセンター東日本
　　　　　　　　　　「全日本少年少女武道錬成大会」係
　　　　　　　　　　　〒160-0023 東京都新宿区西新宿8-14-24　西新宿KFビル3F
　　　　　　　　　　　　TEL　0570（064）205　FAX　03（6730）3230
　　　　　　　　〔問い合わせ先〕
　　　　　　　　　（公財）日本武道館振興課　TEL　03（3216）5134　FAX　03（3216）5117
　　　　　　　　　（公社）全日本銃剣道連盟　TEL　03（3201）1020　FAX　03（3201）1050
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土・日・祝日を除く午前10時〜正午・午後１時～午後５時）
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